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ੳܭଌ機ثҩ用機ثのԠ用を目ࢦしたɺマイΫϩྲྀ体デバイスηϯγϯά技術にؔする研究
開発をͬߦて͍ます。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　チϟϨンジ精ਆと知的ح心、ڠௐ性のある方をܴします。
　論จがಡめるఔ度の基礎的なӳޠ力、物理学（ྲྀ体力学、์ࣹ線など）の基礎知識があれ研究に立ちます。

研究室の指導方針
　マイクロྲྀ体デόイスやセンシンά関連の基盤技術研究と、それらの技術を౷合・ूੵ化したখܕ化学分ੳシステム (�TAS)、ҩ
用画૾அஔ、ඇഁյࠪݕஔなどの高機能システムに関する研究・教ҭを行います。
　研究活動は（ג）ౡ製࡞所の基盤技術研究所で行い、企業の研究者とڠ力しながらχーζࢦの研究を行うことで、社会で活躍で
きるਓ材をҭ成します。
　研究では実験とシミϡϨーションをόランスよく取りࠞͥ、ఆظ的なミーティンάや実験Ϩポートの提ग़・ఴを通して、学会発දで
きるϨϕϧの研究を目ࢦします。

この研究で身につく能力
　マイクロྲྀ体や9線・Ѝ線ݕग़ثの要素技術にՃ͑、それらを応用した�TAS、ҩ用画૾அஔ、ඇഁյࠪݕஔに関する基礎知
識を学Ϳことができます。
　基本的なデόイスの࡞製技術、֤種分ੳܭଌ機ثの基本ݪ理とい方、ྲྀ体やޫ学に関するࢉܭ機シミϡϨーションの活用方法が
習得できます。
　研究の立案・方のݕ౼・実験のデβイン・݁ Ռのߟといった日々の研究活動や学会発දを通して、自らௐ͑ߟる力、論理的ߟࢥ力、
課題解決能力、ίミϡχέーション能力、プϨθンテーション能力を身につけられます。
　企業研究者とڠ力して将来の製品化を意識した実用的な研究開発を行うことで、研究成Ռを社会ݙߩに݁ͼつける力をཆいます。

修了生の活躍の場
電子機ثメーカ、ҩྍ機ثメーカ、材料メーカなど

研究内容
　.&.S（.iDSo &MFDUSo .FDIBniDBM SZTUFNT）ٕज़ͳͲηϯαɾσόΠεؔ࿈ͷج൫ٕज़ڀݚΛ実͢ࢪΔͱͱʹɺͦΕΛ༻͍
ͯ作ͨ͠ిؾӭಈνοϓɺࡉ๔ഓཆνοϓ（ਤ̍ࢀ照）ϚΠΫϩϦΞΫλʔɺిྲྀಁਁؾϙϯϓɺؾӷνοϓͳͲͷ༷ʑͳϚΠ
ΫϩྲྀମσόΠεͷ։ൃΛ行ͳͬͯ ͍· ɻ͢͞Βʹɺͦ ΕΒͷٕज़Λ౷合ɾू ੵԽ͢Δ͜ͱͰɺ高ػͳ小ܕԽֶੳγεςϜ （�5"Sɿ
.iDSo 5oUBM"nBMZTiT SZTUFNT）ͷ実ݱʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢۩ମతʹɺಋମϓϩηεٕज़ΛԠ༻͠ ɺͯγϦίϯج൘Ψ
ϥεج൘ʹαϒЖNΦʔμͷඍࡉ加（ϚΠΫϩϚγχϯά）Λ͜͢ࢪͱͰɺԽֶੳԽֶૢ作（Ԡந出ͳͲ）Λ行ͳ͏ЖNαΠ
ζͷࡾ次ߏݩΛػͭ࣋σόΠεΛ։ൃ͍ͯ͠· ɻ͢·ͨɺͦΕΒͷػσόΠεΛج൘্ʹूੵԽ͠ ɺͯ%/"ੳγεςϜɺϦΞ
ϧλΠϜࡉ๔ػղੳγεςϜɺΦϯαΠτڥੳγεςϜɺՄൖܕੳγεςϜͳͲͷɺෳࡶͳػΛ༗͢ΔЖ5"Sͷ実ݱΛͯ͠ࢦ ɺ
·औΓΜͰ͍ʹڀݚ൫ٕज़ج ɻ͢
　·ͨɺ͕ΜͷૣݟൃظͳͲҩྍɾஅ野ۀ༻ɾࡐྉͳͲͷඇഁյࠪݕ野ͷԠ༻Λ͠ࢦ ɺͯ高ਫ਼ࡉͰ高ػͳ9ઢ
ը૾ݕ出ثཅి子์ࣹஅࡱӨ（1&5）༻ͷЍઢݕ出ث（ਤ̎ࢀ照）ͱͦͷ৴߸ॲཧճ࿏ͷ։ൃɺ9ઢҐ૬ΠϝʔδϯάͳͲͷ৽͠
͍Πϝʔδϯάख๏ͷڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢͞Βʹɺੜମ和ੑ高子Λ༻͍ͨ࠶ੜҩྍػ͚ࡐྉ（ਤ̏ࢀ照）ͳͲͷόΠΦؔ࿈
ٕज़ʹ͍ͭͯऔΓΜͰ͍· ɻ͢

研究設備
 ・֤種成ບ（スύッタ、ৠண）ஔ
 ・࿐ޫஔ（Ξライφ、EB࿐ޫ）
 ・υライΤッチンάஔ
 ・์ࣹ線ܭଌஔ

研究業
 ・࣓ 性体ཻ子と、ήϧによるࢼༀӷの۠画・ݻఆखஈを用いた新ࢎ֩نந

ग़法、ౡ評論 ��ʤ�・�ʥ��ʙ��（����.�）
 ・マϧチϞμリティ対応フϨΩシϒϧ1ETஔの研究開発、ౡ評論 ��

ʤ�・�ʥ��ʙ��（����.�）
 ・φϊ材料分ܭڃଌシステムの開発、ౡ評論 ��ʤ�・�ʥ���ʙ��� 

（����.�）

ਤ̍　ࡉ๔ػղੳγεςϜ༻ࡉ๔ഓཆνοϓ ਤ̎　ҩྍ༻ࣹ̏์ݩ࣍ઢݕग़ث ਤ̏ ࠶ੜҩྍԠ༻ʹ͚ͨੜମੑήϧ

（連携）֮ײ機能ૉࢠՊֶ研究室
（൫技術研究所ج所ɹ࡞ౡ（ג））
https://mswebs.naist.jp/LABs/shimad[V/index-j.html




